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「電車の運転」から

運転台はこうです
圧力計 圧力計 速度計 時計 圧力計 架線電圧計 制御電圧計

MR（赤） SAP （赤） km/h ○ BP （赤） kV V
SR （黒） BC （黒） CR （黒）

メーター配置とその表示値（左側3個 ＋ 右側3個）

(開放)- -自動

-制動-保ち(抜取)

ハンドル  
マスコン   ブレーキ

(左)力行 (手前右)



電車運転士は、このような操作により
ブレーキをかけて電車を停めます

西阿知駅の発車からの加速(力行) –惰行
そしてブレーキ開始 –停車までの詳細を次の２ページにまとめ

さらに詳細を
順次説明します。

※惰行運転で
倉敷駅へ向う

運転士の仕事（運転管理）とは

運転士のTask…整理すると

マスコン(モータの制御)・ブレーキ(停止用-空気＆電気ブレーキの制御)
運転席ハンドルを使うことにより

運転時間管理(時刻表＝P1 右側) に基づく、
定位置・定時(＋ソフトに)運行の操作する

(そのために) (そのために) 
パターン(ランカーブ※・情景)をキッチリ記憶する(掴んでおく)
感覚(スピード・減速度)をしっかり掴む

⇒SLOWなら良しというものでない



運転士のTask…ランカーブから

ランカーブの基礎データ



西阿知駅の発車-力行加速後の
惰行運転から駅構内に向かってブレーキ

約１km先の場内信号を見る（黄色現示） ブレーキング(3ノッチ・)55km/hに減速約１km先の場内信号を見る（黄色現示） ブレーキング(3ノッチ・)55km/hに減速

55km/h で、場内信号機横を通過する
(構内が近づき)  ＡＴＳ鳴動(ﾁﾝﾁﾝ…)
(ホーム出発Ｓの赤現示による)

そのまま惰行続ける
（緩やかに減速）

遠方に駅が見えて、これから停車ﾌﾞﾚｰｷへ

(構内が近づき)  ＡＴＳが鳴動(ﾁﾝﾁﾝ…※)する
(※ホーム出発信号の赤現示によるもの)



場内信号を通過して、停車場内へ進み

ATS鳴動(ﾎｰﾑ本線信号)を
「解除」ボタン！で止め、進行

（ホーム手前で左から）伯備線の合流点へ

ホームが見えた、注意進行続ける（51km/h）

さらにホームに進入して、停止する
ホーム端進入、停止点に向け停止ブレーキ(２ノッチ？)

停止票まで約100ｍ、停止ブレーキング(3～4ノッチで調節)

停止票まで約30m、ブレーキング続け
定点を狙う

ホームの指定停止票前に安着
（運転計画に7秒先着）
（出発時刻-出発信号=緑現示）を待つ



運転士のTask…まとめ

• ハンドル操作によるコントロール(ﾌﾞﾚｰｷ圧力計・調整、モータ加速)で
運転管理して、定位置・定時(＋ソフト停車)の運行する

(そのために) 
パターン(ランカーブ・情景)をキッチリ記憶(掴んでおく)
感覚(スピード・減速度)をしっかり掴む

⇒SLOW(定時運転できない)なら良しというものでない


